
※進捗確認およびレビューの際に左記の色を使用

2020年度に向けて

主担当（必ず設定）
副担当（いれば）※関係学内
部署があれば追記

達成率
（％）

状況説明 内部要因 外部要因 改善・向上のためのアクション・プラン

1. 運営体制とマネージメントの強化、教育還元
[目標1] 運営委員会の強化とオーナーシップ意識の強化

全体の調整 横井 榎本 100

★ 調整メールに対する適切かつ遅延なき返答 研究所メンバー全員 依然として不徹底 依然として不徹底 依然として不徹底 75 返信が遅い・返信をしないメンバーもいる。 返信が遅い・返信をしないメンバーもいる。
調整メールに対して、メンバーが遅延なく返答
する

全体会議の招集・アジェンダ作成（年間1-2回） 横井・榎本 ★（4/20) 100
研究所名簿やメーリングリストの管理・アップデート 榎本 100
研究所内の作業分担や体制の明確化と共有 横井・榎本 4/20会議 100

運営委員会の招集・開催 横井・榎本 開催数増が必要 75 第4四半期は運営委員会を開催していない。

この表に記載された「主担当者」と実際の担当者にズ
レが生じることがままあり、かつ概して横井・榎本に負
担が集中する（『国際武器移転史』の編集を除く）。そ
の結果として、研究所全体の運営や方向性の検討を
推進するための余力がなくなる。

各執筆者、各項目の担当者、各プロジェクトの
リーダーなどが、それぞれ自分の担当事項を
自力で責任をもって行う。横井・榎本などは、
本来はメンバーが行うべき作業の代行に時間
を割くのではなく、全体の調整や運営上の諸
課題の改善、運営委員会の開催などに注力
できるようにする。また、組織運営に関する意
識の高いメンバーを育成する。

★ 運営委員会メンバーの役割強化と担当明確化および担当事項実施 運営委員会メンバー全員 4/20会議で合意 7/25運営委員会にて再検討開始 100

★ 運営委員会における運営上の諸課題に関する検討・協議と改善 運営委員会メンバー全員 明確に検討せず 検討・協議が必要 75 運営上の課題について検討する機会が少ない。
全体的に、研究所全体の運営や方向性の検討を推進
するための余力がない。

同上

運営委員会および小委員会の記録保持 横井・榎本 100
その他組織形成や役割分担に関する決定と周知 横井 100
会議スペースの使用・予約等に関する調整 榎本 100

[目標2]　計画表の作成・進捗確認・レビュー
2019年度年間計画文書および計画表・進捗確認表の作成 榎本 研究所メンバー全員 4/20会議にてたたき台共有・検討 100

★ 全体会議で組織運営やPDCAなどに関して説明し、認識を共有する 榎本 研究所メンバー全員 4/20会議 100

2019年度計画表に基づく進捗確認と四半期ごとの書類作成 榎本 運営委員会・竹内・高田 75
書類は作成されるものの、事実と異なる記述が
なされる箇所が見られる（遅延や未達である項目
が「計画通り」と報告されるなど）

PDCAの意味に関する意識の低さ、組織運営に適した
人材の育成不足

2020年度の計画表・進捗表の仕様を見直し、
運営委員会にて運営上の諸課題に関する検
討・協議と改善を行うための表にする。そし
て、運営委員会を定期的に開催するとともに、
組織運営に対する意識の高い人材を育成す
る。

2019年度計画表に基づく年度末レビュー 榎本 運営委員会・竹内・高田 ★ 0 運営委員会不開催（2020年4月7日に開催予定） 同上
2020年度は、年度末前に運営委員会を開催
する。

2019年度の報告書・添付資料の作成 横井・榎本 運営委員会・竹内・高田 100
[目標3]　年間予算の管理

予算確定・各自予算確定 横井 全員 4/20会議 100
支出状況や予定の確認 横井・榎本 全員 ★ ★ ★ ★ 100
最終支出とりまとめ 横井 榎本・6F事務 100

[目標4]　事務局体制の維持

事務局勤務者の労働時間管理 横井 榎本（RAに関して） 超過気味 超過 超過 20

年間を通じて完全に超過であり契約違反である。
研究所メンバーおよび研究・知財事務室側も、事
務局勤務者にフルタイムの勤務を前提としなけ
れば成立しない指示・依頼・要求をする傾向が見
られる。

研究所メンバーおよび研究・知財事務室側に、事務局
勤務者の勤務時間が周知・共有されていないと思われ
る。

事務局勤務者との契約内容に鑑みた指示や
依頼がなされるよう、事務局勤務者の契約時
間・内容をメンバーおよび研究・知財事務室関
係者と共有する。各メンバーの責任の範囲を
明確にする。

[目標5]　研究の教育への還元
2019年度授業の実施と採点 纐纈・横井・榎本 授業分担者 100
2020年度授業計画作成 纐纈・横井・榎本 授業分担者 （後期授業は実施しないことに） 100
2020年度授業確定および準備 纐纈・横井・榎本 授業分担者 100

2. 学内ルールの遵守と手続きの適正化
[目標1]　研究費使用に関する手続きの遵守

提出書類や方法に関する基本的な説明、とりわけ書類変更の周知 横井・榎本 4/20会議にて共有 100
★ 期限・ルールに沿った提出書類の作成、とりわけ二重申請防止 運営委員会メンバー全員 6F事務（二重申請防止） 100

提出書類の確保・確認・修正・6F事務提出（日本在住の明大所属者） 各明大所属者 6F事務 100

提出書類の確保・確認・修正・6F事務提出（他大学・在外明大所属者）
下斗米・横井（海外）
西尾（国内）

横井・6F事務 100

[目標2]　研究費使用に関する手続きの詳細に関する適正化
明大事務および業者との検討 横井・榎本 6F事務 100

3. 全般に関する広報・アウトリーチ
研究所全体に関わる発信・アウトリーチ確保（ホームページ） 横井 コンテンツ作成者 100

研究所全体に関わる発信・アウトリーチ確保（プレスリリース、メールなど） 榎本 横井 100

広報メールリストのデータ管理 榎本 100
各活動に関する写真の確保（広報および報告書等用） 横井・榎本・竹内・高田 イベント企画・開催者 100
兵器産業・武器移転史フォーラムとの調整・相乗効果確保 竹内・高田・小野塚 100

4. 企画チームごとの運営・広報・アウトリーチ
全体の調整・進捗確認

全体の調整・進捗確認 横井 全員 75 プロジェクトの一部に若干の遅延あり 出版計画の調整
年度末の第3チーム会議（3/31）で日程確認を
行う。

第3チーム「産官学連携・軍事偏重型産業化モデルの国際比較」
チーム調整 横井 100
チーム年間計画策定（広報計画を含む） 横井 渡辺 100
半期レビュー及び年度末レビュー 横井 100
会議記録保持 横井 下斗米 100
年度末の活動報告作成（会議およびイベント） 横井 下斗米 100
国際セミナー（6/4 ）企画 横井 下斗米、山下

国際セミナー広報（プレスリリース、ビラ、メール、HPなど） 横井
須藤・佐原・白戸（学内ビラ）、
下斗米

国際セミナー（報告者の招聘、航空券、ホテル） 横井
国際セミナー(6/4）実施 横井 渡辺、竹内
『国際武器移転史』第9号（2020.1.23.）への海外招聘者投稿３本（10/5） 横井 須藤、纐纈、下斗米 100
研究叢書刊行に向けた合宿（仙台） 横井 渡辺、山下 100

研究叢書の編集と刊行 横井 執筆者全員 75 年度内刊行を見送る 計画の見直しと執筆陣の遅延 年度末会議(3/31）で計画と課題を確認する。

研究会の開催と研究の進捗状況の相互確認 横井 メンバー全員 100

『国際武器移転史』第9号（2020.1.23.）への書評投稿（10/5） 白戸 100
第4チーム「ブリティッシュ・ワールド論」

チーム調整 竹内 100
チーム年間計画策定、進捗確認、年度末レビュー 竹内 100
会議記録保持 竹内 100
年度末の活動報告作成（会議およびイベント） 竹内 100
趣旨・枠組み・方法論等の調整 竹内 100
各自の研究遂行 竹内 第４チームメンバー全員 100
ブリティッシュ・ワールド図書　内部レビュー（執筆者合評会） 竹内 第４チームメンバー全員 100
ブリティッシュ・ワールド図書　外部レビュー（イギリス帝国史研合評会） 竹内 第４チームメンバー全員 100
国際ワークショップ企画 竹内 100
国際ワークショップ実施 竹内 第４チームメンバー全員 100

2019年度の優先目標 

2018年度は、各チームの責任および権限を強化し、研究所における研究を明治大学の教育に還元する方法を模索した。取り組むべき
課題としては、運営に関わる少数人への負担肥大化と疲弊、『国際武器移転史』編集に関わる若手への負担肥大化と疲弊、PDCA等の
基本的事項に関する認識共有の不足、メンバーのオーナーシップ・コミットメント不足、経費二重申請等の手続ミス、軍縮関連プロジェクト
の外部依存、総合的な持続可能性へのリスクなどが認識された。2019年度は、これらの課題に取り組むことを可能にするよう、以下計画
表にも若干の修正を加えた。とりわけ、左端列に★マークを入れた課題対応項目については、特段の意識を持って取り組む。

2019年度　国際武器移転史研究所計画表　兼　進捗状況確認表

年度末レビュー2019年度
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（資料２）



2020年度以降の方向性検討 竹内 第４チームメンバー全員 100
第1チーム 「武器移転・技術移転の連鎖構造の解明」

チーム調整 高田 100
チーム年間計画策定（広報計画を含む） 高田 100
半期レビューおよび年度末レビュー 高田 100
会議記録保持 高田 100
年度末の活動報告作成（会議およびイベント） 高田 100
各自の研究遂行 第一チームメンバー全員 100
会合の開催 第一チームメンバー全員 100
タイトル検討・決定 高田 第一チームメンバー全員 100
共著序論執筆 高田 100
共著修正原稿提出締切（日本語原稿） 第一チームメンバー全員 ★9/30 100
共著翻訳の依頼 高田 100
共著翻訳原稿確認 高田 100
共著表紙等イメージ検討・決定 第一チームメンバー全員 100
共著各章校正（各自） 第一チームメンバー全員 100 刊行が3月まで遅延 執筆遅延
共著索引作成 高田 第一チームメンバー全員 100 刊行が3月まで遅延 執筆遅延
共著最終原稿確認 高田 第一チームメンバー全員 100 刊行が3月まで遅延 執筆遅延
献本リスト作成 第一チームメンバー全員 100 刊行が3月まで遅延 執筆遅延
共著HP広報・プレスリリース 高田 100 刊行が3月まで遅延 執筆遅延

第2チーム「軍縮・軍備管理破綻の構造解明」
チーム調整 榎本 100
チーム年間計画策定、進捗確認、年度末レビュー 榎本 100
会議記録保持 榎本 100
年度末の活動報告作成（会議およびイベント） 榎本 100
2018年ＡＴＴシンポジウムに基づく『国際武器移転史』特集の執筆と掲載 榎本 シンポ登壇者 ★ ★（前号不掲載の原稿）100
2019年ATT締約国会議における『国際武器移転史』配布 榎本 ★ 100
ATT関連イベント企画・広報・実施 榎本 9/19実施 100
その他イベント企画・広報・実施 ★7/5 100
Pariah Weapons図書　出版社との調整 榎本 横井 100

Pariah Weapons図書　海外研究者の章の翻訳 榎本、福田、矢吹 第1章（外部翻訳者に委託したもの）訳し直し 100

外部翻訳者（歴史学の先生がたの知り合いのか
た）に料金を支払い委託した第1章翻訳が、刊行
可能なレベルではなかった。図書の他の執筆者
（研究所外部者）と編者で9月末までに再翻訳し、
10月半ばまでに追加修正予定。遅延だけでなく、
研究倫理の問題および信用・説明責任の問題が
生じた。

外部翻訳者に右記の企画書類を送付してメールで了
承をとっていた。しかし、研究所としての正式な署名付
き契約書類を取り交わしていなかった。

外部翻訳者に依頼時に送付した企画書類には、外部翻訳者の
原稿を出版社に送る趣旨が記されていた。しかし、外部翻訳者
は「原稿を提出すれば専門家の方々の手に渡り、専門用語そ
の他を修正してもらえると思っていた。そちらで修正したうえでク
レジットを付けて刊行してもらえるはず。」とのこと。研究所とし
ても、他の執筆者（研究所外部者）および編者で再翻訳のうえ
外部翻訳者にクレジットをとのこと。

外部翻訳者に委託する際に正式な契約書類
を作成する。刊行までのプロセスを明記し、書
類に署名いただく。本人以外による再翻訳を
要する場合のクレジットについて契約書類あ
るいは他の文書で事前に合意する。研究所と
して、研究者に無クレジットの仕事を要求しな
いことを確認する。

Pariah Weapons図書　原稿提出締切（日本語原稿：未提出稿） 嘉指 原稿提出されず 100
内容がほぼ未記入・箇条書きの原稿が提出さ
れ、不受理。

プロジェクト開始時に覚書を交わす。

Pariah Weapons図書　内部レビュー 榎本 関係者全員 嘉指章提出されずカット 90

Pariah Weapons図書　修正原稿提出締切（日本語原稿） 嘉指、福田、榎本 嘉指章以外は遅延のみ 90
全員2-6カ月遅延。7-8割は執筆要領と異なり、
内容も要修正。編者による大幅修正。

執筆遅延
プロジェクト開始時に覚書を交わす。執筆者
以外の研究者による大幅修正を要する場合
のクレジットについて事前に合意する。

Pariah Weapons図書　序終章の執筆、レビュー、最終稿作成 榎本 日本語執筆者全員 第1章訳し直し作業が生じ遅延 100 第1章再翻訳作業の影響が及び、遅延。 第1章再翻訳作業の影響が及び、遅延。

Pariah Weapons図書　表紙等イメージ検討・決定 榎本 企画関係者 100
イメージの検討・決定は早期になされたものの、出版社により本
来の合意（事前に書面で合意した）と全く異なるイメージの横書
き仕様の表紙が作成され、修正作業に時間がかかった。

出版者の選定方法を見直す。

Pariah Weapons図書　校正 日本語執筆者全員 第1章訳し直し作業が生じ遅延 100 刊行が2月まで遅延

Pariah Weapons図書　全体編集 榎本 第1章訳し直し作業に伴い遅延 100 刊行が2月まで遅延
Pariah Weapons図書　刊行とそれに伴う広報（プレスリリースなど） 榎本 須藤・佐原・白戸（学内ビラ） 第1章訳し直し作業に伴い遅延 100 刊行が2月まで遅延

Pariah Weapons図書　献本 榎本 第1章訳し直し作業に伴い遅延 100 刊行が2月まで遅延

出版記念イベント企画 榎本 関係者全員 イベントキャンセル 0

上記諸問題により刊行遅延。登壇予定者のリス
ケが困難であり、企画～広報を担う榎本のリスケ
も困難のため、キャンセル（中止・今後も開催しな
い）し会場予約もキャンセル

上記様々な遅延

出版記念イベント広報（プレスリリース・メール・SNS） 榎本 関係者全員 イベントキャンセル 0
出版記念イベント実施 榎本 登壇者、関係者 0
出版記念イベント事後広報（明大広報） 榎本 横井 0

★ 2020年度以降の方向性検討 榎本 関係者全員 検討中 100
2020年度の教育還元計画の検討 榎本 企画関係者 検討中 （研究所として来年度後期の授業を行わないことに） 100
社会連携企画（研究所共催イベントなど）の検討、可能なら実施 榎本 100

5.　『国際武器移転史』の継続刊行
編集委員会の全体調整・進捗管理・会議招集 須藤 編集委員全員 100
編集委員会およびその他小会議の記録保持および年度末報告 森元 100

★ 執筆依頼方法の再検討と改善（日本語論文、英語論文） 須藤、森元 編集委員全員 検討・改善中改善を開始 100
★ 提出後の体裁チェック方法の再検討と改善 須藤、森元 編集委員全員 検討・改善中改善を開始 100

研究所内部者による執筆（論説、研究ノート、資料紹介、書評） 執筆可能な者 研究所員の投稿拡充 100
意思決定関与、執筆依頼、査読依頼、査読実施など 編集委員全員 査読 査読 100
体裁に関するチェック 森元 RA（必要があれば） 検討・改善中 100
寄稿者・投稿者・査読者・チェック担当者とのメール連絡 森元 須藤・横井・榎本 100
印刷業者SANYOとの調整 森元 須藤・横井・榎本 100
データ完成時点の制限なしPDF確保（SANYOに榎本への送付を依頼） 森元 100
メディアワーク（プレスリリース、SNS） 榎本 横井（広報課） 100
国際広報（メールベース） 榎本 100
刊行後納本（郵送） 西尾・榎本 横井 100
刊行後関係組織・個人への郵送（送付先データ管理含） 西尾・榎本 横井、白戸、水戸部、赤津 100

出版社（日本経済評論社）が初校作成に際して、著者への告知
なく数百か所の間違った「修正」を行った。こうした箇所を見つけ
出して元に戻す作業を執筆者・編者が行うことになった。その後
も初校校正の一部が反映されず、再校校正の一部も反映され
ず、図の中身がアベコベに挿入され、文中の文字が無断で間
違って変えられ、前の校に存在していた文字が消え…といった
現象が続き、「第七校」まで校正が続き、遅延が生じた。

出版社の選定方法を見直す。




